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研究成果の概要（和文）：本課題は，AIS等のより精緻なデータも活用して，全世界のあらゆる国際貨物の動き
や荷主・輸送事業者の行動を包含した全モード統合型国際物流シミュレーションシステムを構築することを目的
とした．具体的には，①国際物流シミュレーションシステムの高度化，②インターモーダル国際物流モデルの対
象輸送モードの拡張，③AIS等の船舶動静データを活用した全世界を対象とした貨物流動の詳細分析，④AIS等の
船舶動静データの活用による非コンテナ貨物の国際物流シミュレーションシステムへの統合，⑤構築したモデル
の世界各地への適用において，以降に示す様々な研究成果（47件の雑誌論文および82件の学会発表）をあげるこ
とができた．

研究成果の概要（英文）：The objective of this project is to develop an international logistics 
simulation system that includes all global cargo movements in all transport modes and the behaviors 
of shippers and carriers, using maritime big data such as an automated identification system (AIS). 
Specifically, we have conducted (1) upgrading of the global logistics intermodal network simulation 
(GLINS) model, (2) expansion to include transport modes other than maritime shipping, (3) detailed 
analysis of global cargo flows using vessel movement data such as AIS, (4) integration of bulk cargo
 into the GLINS model by using AIS data, and (5) Application of the developed model to various 
regions of the world for policy simulations based on the future scenarios. we have achieved various 
research results, including 47 journal papers and 82 conference presentations during the project 
term.

研究分野：国際物流，交通計画
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本課題で構築した国際物流シミュレーションシステムを活用することで，日本を含む世界各地で計画されている
港湾・鉄道・道路などのインフラ投資や，国境手続きの簡素化の関連施策の実施による貨物流動へのインパクト
を定量的に示すことが可能になり，各計画の経済的フィージビリティや当該国および世界経済へのインパクトな
どの検討に活用することができる．また，詳細な貨物流動を明らかにすること自体にも社会的ニーズがあり，本
研究課題の成果はテレビや雑誌・Web媒体などのメディアでも紹介・引用されている．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 輸送技術の進歩に伴う輸送費用の低下や情報通信網の発達に牽引された近年の各国経済のグ
ローバル化のもとでは，日米欧の先進国や中国などの新興国だけでなく，アジア・アフリカなど
の発展途上国や内陸国もグローバル経済ネットワークの一員であり，研究代表者らが専門とす
る，国際経済の骨格をなす国際物流分野においても，グローバル・サプライ・チェーンの進展を
背景とした世界規模での総合的な分析がますます必要不可欠となっている．また，北極海航路や
中国・欧州間の鉄道輸送（中欧班列）といった従来存在しなかった輸送モード・ルートの出現や，
世界中の船舶の位置情報がリアルタイムで取得可能な AIS（船舶自動識別装置）データの普及な
どにより，従来の研究枠組・手法を超えた新たな分析の枠組や手法の提案が，必要かつ可能な状
況となっている． 
以上の認識のもと，研究代表者はこれまで，世界規模の国際海上コンテナ輸送ネットワークと
世界各地の背後輸送ネットワークを組み合わせたインターモーダルな国際物流ネットワークシ
ミュレーションモデルを構築し，世界各地における物流インフラ投資や越境抵抗低減等の国際
物流施策に関するシミュレーション分析を行ってきた．結果として主要港湾の積替コンテナ貨
物量や輸出入貨物量等の観点から良好な再現性が得られるモデルを構築し，それを広範囲に適
用してきた．ここまで広範囲をカバーした国際物流シミュレーションに関する研究例は世界的
に見ても非常に研究例が少なく貴重といえるものの，これらはあくまで国際海上コンテナ貨物
を対象とした分析であり，ランドブリッジなどの陸上輸送や航空輸送との競合や，あるいは世界
経済を支える物流という意味ではコンテナ輸送と並んで不可欠なバルク輸送は含まれていない． 
一方で，研究代表者らは，近年精度が向上し物流分析への活用も期待されている AIS などの
船舶動静データの活用方法に関する研究も実施している．特にドライバルクについては，AISデ
ータだけでは積載品目が不明という問題があったが，最近ではこの情報を推計・付加して提供す
るサービスを民間企業が開始するなど，分析環境は整いつつある．上述の通り AIS 等の船舶動
静データを活用した物流分析研究は世界的に見ても緒に就いたところであり，上記の応用例だ
けでなく，機械学習を用いた海運マーケットの予測や資源開発環境への影響分析など，様々なテ
ーマへの応用可能性がある．本研究課題においてこれらの研究を継続して進めるとともに，応用
例のひとつとして，前述の「統合的国際物流シミュレーションシステムの構築」における非コン
テナ貨物の統合にも活用する． 
さらに，新しいルートや輸送モードの出現は，輸送費用の低下や利便性の向上をもたらし，既
存選択肢からのシフトだけでなく，需要の喚起（誘発）ももたらすと考えられる．研究代表者は，
これまでにも世界貿易分析プロジェクト（GTAP）モデルを活用した貿易パターン予測や，北極
海航路を対象とした輸送費用変化の影響分析などを実施してきた．本課題ではこれらの経験を
活かし，誘発需要も含めたより統合的な物流シミュレーションシステムを構築する．また，荷主・
フォワーダーの立場で輸送ルートを選択するモデルとして記述される上記シミュレーションシ
ステムにおいては，計算可能なモデルとするため，供給者側の多数のサービス変数（寄港地，船
舶サイズ，頻度）を含む海運ネットワークは所与となっているものの，中長期的な政策影響分析
を行うためにはこれらの変数の変化を考慮する必要があり，計算可能なレベルで多くの変数を
効率よく決定できる供給者側モデルの構築が必要となる． 
 
２．研究の目的 
以上より，本研究課題の核心をなす学術的な「問い」は，研究代表者らがこれまで世界に先駆
けて先行的に蓄積してきた研究の経験を活かし，AIS等のより精緻なデータ（ビッグデータ）も
活用して，全世界のあらゆる国際貨物の動きや荷主・輸送事業者の行動を包含した全モード統合
型国際物流シミュレーションシステムを構築することで，グローバル化の進む世界経済下にお
いて，世界各地で実行される国際物流施策が相互にどのような影響を及ぼしあうか，また将来的
な各地域における国際物流環境の関係性がどのように変化するかを予測することにある． 
 申請時点での本研究の具体的な目的（実施項目）は以下の通りであった． 
①国際物流シミュレーションシステムの高度化 

1) 国際経済モデルとの統合的運用による経済インパクト・誘発需要予測システムの構築 
2) 海運サービス供給者モデルの構築によるサービス変数の内包化 
②インターモーダル国際物流モデルの対象輸送モードの拡張（ランドブリッジ，航空） 
③AIS等の船舶動静データを活用した全世界を対象とした貨物流動の詳細分析 

1) 国際物流ネットワークの視覚化とグラフ分析 
2) 輸送パターン分析に基づく船舶のクラスタリングとモデル構築 
3) 複数港における積卸パターンの解明と資源輸送における環境リスク評価の精緻化 
4) 機械学習に基づく海運市況のリアルタイム予測 
④AIS 等の船舶動静データの活用による非コンテナ貨物の国際物流シミュレーションシステム
への統合 
⑤構築したモデルの世界各地への適用（政策シミュレーション分析） 



1) 日本および周辺地域，2) 中国，3) ロシア・モンゴル，4) 中央アジア，5) 東南アジア，6) 南
アジア，7) アフリカ大陸・中東，8) 米大陸 

 
３．研究の方法 
 ２．に示した研究目的の各項目について，研究代表者を中心とし分担者・協力者・指導学生等
を含む研究ユニットを構成し，データ分析・モデル構築・シミュレーションの実施等を行った．
特に⑤の世界各地へのモデルの適用にあたっては，各地において intensiveな現地調査を実施し，
現地でしか入手できない定量的・定性的な情報の入手に努めた． 
 
４．研究成果：文章中に出てくる文献は全て後述の発表論文リストに含まれる． 
① 国際物流シミュレーションシステムの高度化 
1) 国際経済モデルとの統合的運用による経済インパクト・誘発需要予測システムの構築 
・GTAP-RDモデルを用いた貿易パターン変化予測モジュールを構築し，将来シナリオ別の将来
貿易額の予測を行うとともに（Shibasaki et al., 2022），インターモーダル国際物流モデルとの一体
運用による将来シミュレーションシステムを構築し，各シミュレーションへ適用した（応用例多
数）． 
2) 海運サービス供給者モデルの構築によるサービス変数の内包化 
・AISを用いた 2021年の北米西岸港湾を中心とする大規模な港湾混雑の実態やその回復過程（船
速の上昇や抜港など）の観察結果に基づき，これを再現するコンテナ定航サービスの最適化モデ
ル（海運サービス供給者モデル）を構築した（今後発表予定）． 
3) その他のモデル改良・高度化 
・ネットワーク配分手法を利用者均衡
配分から段階配分へと変更し，陸上サ
ブモデルとメインモデルを統合して
モデル構造をよりシンプルなものへ
変更することで，モデル計算の安定性
と再現性を向上させた（Yamaguchi et 
al., 2023）． 
・実入りコンテナの配分結果に基づき
空コンテナ回送問題を定式化して解
くサブモデルを構築し，折り畳みコン
テナ導入の効果を検証した（Liang et 
al., 2021; Liang and Shibasaki, 2021）． 
・インターモーダル国際物流モデルを
時間軸を考慮した時空間モデルへと
拡張し，混雑による船舶航行スケジュ
ールの遅延を考慮可能なモデルを構
築した（右図，渋谷ら，2023）． 
 
② インターモーダル国際物流モデルの対象輸送モードの拡張（ランドブリッジ，航空） 
・ユーラシア大陸を横断するランドブリッジ輸送を組み込んだモデルを構築したうえで，海上輸
送ルートとの競合も踏まえつつこれらのルートの成立可能性について検討した（Watanabe et al., 
2021; Shibasaki et al., 2021）． 
・さらに航空輸送も組み込んだモデルを構築し，中欧班列やミドルコリドーといったランドブリ
ッジ輸送のフィージビリティについて検討を行った（Nakamura et al., 2022; Inoue et al., 2023）． 
 
③ AIS等の船舶動静データを活用した全世界を対象とした貨物流動の詳細分析 
0) 全般 
・海運における AIS・ビッグデータ利用に関する研究レビューを行い，海運におけるビッグデー
タ解析技術の現状を把握した（和田ら，2021）． 
・なお，以下に示す AIS 等の海運ビッグデータを活用した様々な分析を取りまとめ，海外の研
究者の成果も併せ，共編著の英語書籍を出版準備中である． 
1) 国際物流ネットワークの視覚化とグラフ分析 
・AISデータにクラスタリングおよびデータ集約手法を適用することにより，国際物流ネットワ
ークの視覚化とグラフ分析を行った（Liu et al., 2023）． 
・アジア域内コンテナ航路を対象に過去 11年間のネットワークの変化を分析し，翌年の変化を
予測するモデルを構築した（Shibuya and Shibasaki, 2023）． 
・AISデータを用いて 2021年 3月に発生したスエズ運河におけるコンテナ船座礁事故の影響分
析・可視化を行った（柴崎・渡邊，2021）． 
・AIS データ，コンテナ船サービスデータおよび税関データを用いて，特に 2021 年の北米西岸
港湾を中心とする大規模な港湾混雑の実態を把握し，港湾混雑のメカニズムを待ち行列モデル
により表現した（Shibuya et al., 2023）．さらにその回復過程（船速の上昇や抜港など）について

 

図 時空間インターモーダル国際物流モデルの海上輸
送ネットワーク 



も観察・推計を行った（次ページの図，今後投稿予定）． 
2) 輸送パターン分析に基づく船舶のクラスタリングとモデル構築 
・本分析の前提となる港湾間の品目別詳細貨物流動の推計を，ドライバルク貨物を対象として検
討し，現状の輸送船舶サイズの選択実績を再現するモデルの構築を行った研究（研究自体は本課
題開始前に実施）について，成果を出版した（Kanamoto et al., 2020）．なお，本研究は国際学会
（世界海運経済学会）において優秀論文賞を受賞した． 
・船舶輸送の契約データと AISデータを組み合わせることで，契約のタイミングや船舶サイズ，
輸送品目による輸送パターン（地理的分布や船速等）の分析を行い，これに基づき契約獲得前の
船舶の行動（航行先や船速）を記述するモデルを構築し，契約獲得率を増加させる行動パターン
を提案した（Murong et al., 2022）． 
・スエズ運河と他ルート（喜望峰経由等）の競合について，船種・品目別に発着地域ごとのスエ
ズ運河通航シェアを算出してこれを再現する選択モデルを構築し，燃料費や運河通航料などの
変化に対するインパクトを推計した（Chai et al., 2023）． 
3) 複数港における積卸パターンの解明と資源輸送における環境リスク評価の精緻化 
・GHG 削減対策の効果を評価するモデルを構築した．構築したモデルを用いて国際海運におけ
る GHG削減シミュレーションを行い，各種の GHG削減対策の効果を定量的に評価した（Wada 
et al., 2021）． 
4) 機械学習に基づく海運市況のリアルタイム予測 
・AISデータを用いて，世界のドライバルク主要港湾の週次取扱貨物量の短期予測をリアルタイ
ムで行う機械学習モデルを構築し，コロナ禍後の取扱量の変動についても予測ができることを
示した（Nakashima and Shibasaki, 2023）． 
・世界海運ネットワークにおけるチョークポイントのひとつであるスエズ運河を対象とし，機械
学習による船舶通航量の予測モデルを構築した（大住・柴崎，2023）． 
・AISデータなどの海上物流ビッグデータと Deep Learning の手法を用いてケープサイズバルカ
ー市況の予測モデルの開発し，提案手法の有効性を示した（和田ら，2022）． 
5) その他の分析 
・バンカー船と補給対象船舶の AIS データのマッチングや燃料供給施設の推計アルゴリズムに
基づきバンカリングオペレーションを抽出する手法を構築し，東京湾・釜山・シンガポールにお
けるオペレーションを分析し，特徴を比較した（Watanabe and Shibasaki, 2023）． 
・港湾の衛星画像からヤードにストックされたコンテナの本数やコンテナターミナルの混雑度
を推計する手法（アノテーションツールおよび CNNモデル）を開発し，さらに AISデータによ
る船舶の入出港情報と組み合わせることで，船舶の入出港タイミングとコンテナターミナルの
混雑度の関係について考察した（Yasuda et al., 2024）． 
・日本の ETC2.0データを用いて国際海上コンテナ搭載セミトレーラの動きを解析し，コンテナ
ターミナルと事業所およびコンテナデポ，輸送事業者の拠点等との間のトリップやツアーを抽
出し，時間帯分布やトリップ時間の相違，あるいは道路上での長時間の停止といった特徴を把握
した（論文投稿中）． 
 
④ AIS 等の船舶動静データの活用による非コンテナ貨物の国際物流シミュレーションモデル
の構築 
・AIS の航行実績に基づく機械学習モデルによる海上航行ネットワーク自動生成モデルを作成
したうえ（上述③(1)の Liu et al., 2023）で，ドライバルク貨物を対象とした輸送船舶サイズの選
択モデルを構築し，陸上輸送ネットワーク（特に鉄道）において輸送容量が競合する形でコンテ
ナ貨物を取り扱う既存モデルに統合した多品目国際物流シミュレーションモデル（M-GLINS モ
デル）を構築した（Kosuge et al., 2023）． 
・さらに別予算により当該モデルに北極航路を追加し，既存海上輸送ルート，陸上輸送ルートに
加え北極航路の競合も考慮したモデルを構築した．今後はさらに②で構築した航空輸送ネット
ワークや，液体・気体貨物を対象としたパイプラインネットワーク等も統合していく予定である． 
 
⑤ 構築したモデルの世界各地への適用（政策シミュレーション分析） 
0) 全般 

 
図 太平洋／大西洋コンテナ航路における航海方向・年次別の平均船速 



・本インターモーダル国際物流ネットワークシミュレーションモデルの構築および世界各地へ
の適用結果を取りまとめた英語書籍を Elsevier社より出版した（Shibasaki et al., 2020）．なお，本
書籍に収録した成果は，出版時期の関係もありすべて本課題開始前のものとなっている．また，
出版がコロナ禍の時期だったこともあり，本課題の成果報告を兼ねたセミナーを 2023年 7月に
開催した． 
1) 日本および周辺地域 
・日本の国際コンテナ戦略港湾を対象とした対東南アジア外航シャトル便新設のシミュレーシ
ョン成果について，書籍の一章として公表した（柴崎，2020）． 
・同様の対東南アジア外航シャトル便新設を博多港を対象として実施し，あわせて新規内航航路
導入のシミュレーションを実施し，北九州港との連携の重要性等を指摘した（柴崎ら，2023；
Sugimura et al., 2023）． 
・日本の背後圏輸送を対象とした複数の将来の脱炭素シナリオに基づくモーダルシフトシミュ
レーションを実施し，CO2 排出量ネットゼロシナリオシナリオなどの厳しい条件の下では脱炭
素技術のさらなる進展が必要であり，このため EVトラックの普及が進んで鉄道や船舶からの逆
モーダルシフトが生じる可能性があることなどを示した（Matsuyama et al., 2024（2024年 5月に
Journal of Cleaner Productionに掲載））． 
2) 中国，3) ロシア・モンゴル，および 4) 中央アジア 
・②に記載したランドブリッジ輸送や航空輸送を取り込んだシミュレーションモデルを用いて，
ロシア・ウクライナ戦争により従来の中欧班列ルートの利用に支障があるなかでより注目の集
まる中央アジア・カスピ海ルート（Middle Corridor）の改善シナリオについて検討し，利用が促
進されるための条件を整理した（Inoue et al., 2023）． 
・④に記載したコンテナ貨物とドライバルク貨物を統合したM-GLINSモデルを用いて，両者の
輸送が競合するロシア鉄道を対象に，品目別の貿易量の変化が及ぼす影響についてのシミュレ
ーションを実施し，石炭の輸送量が減少すると特に西向きのコンテナ輸送量が増加する傾向に
あることなどが示された（Kosuge et al., 2023）． 
・中国～欧州間の貨物輸送におけるドライポートの役割を検討するため，航空輸送，海上輸送，
ドライポート経由の海上輸送，ドライポート経由の鉄道輸送の 4 モードで構成されるネスティ
ッドロジットモデルを構築し，ドライポートと海港の競争-協調関係について考察した（論文投
稿中）． 
5) 東南アジアおよび 6) 南アジア 
・ミャンマーにおける GMS東西回廊・南部回廊およびタイ・バンコク首都圏の外港とも位置付
けられるダウェイ港の整備のインパクトについてシミュレーションを実施した研究について，
成果を出版した（Yamaguchi et al., 2021）． 
・カンボジアを対象として GTAP モデルで予測した将来 OD 貨物量をもとに自国港湾，隣国港
湾（道路経由・河川経由）の競合を考慮したシミュレーションモデルを構築し様々なインフラ施
策のインパクトを検討した研究について，成果を出版した（Kosuge et al., 2024）． 
・南アジア地域を中心とした中国・アセアン地域の国際陸上輸送までも考慮した国際物流シミュ
レーションモデルを構築し，特に内陸国やインド北東部などの内陸地域を対象として，将来需要
に基づくインフラ施策シミュレーションを実施した（Kawachi et al., 2024）． 
・南部ベトナムを対象に，新規港
湾の開設やメコン下流域における
水運インフラ改善の将来シミュレ
ーションを実施した（右図，論文
投稿中）． 
7) アフリカ大陸・中東 
・アフリカ全土の陸上ネットワー
クを組み込んだシミュレーション
モデルを構築し，複数時点におけ
るモデルの再現性を確認し，内戦
等の阻害要因による貨物流動パタ
ーン変化の分析を行った．なおこ
の際，入力となるゾーン間 OD 表
の推計にあたっては，衛星による
夜間光画像を利用した（Shibuya et 
al., 2023）． 
8) 米大陸 
・上述の①3)に示した時空間ネッ
トワーク上での国際物流シミュレ
ーションモデルを用いて，北米西岸港湾での港湾混雑による船舶航行の遅れが東アジアなど他
地域に波及していくプロセスを示した（渋谷ら，2023）． 

 
図 南部ベトナム・メコンデルタにおける高速鉄道整備
シナリオシミュレーションの結果 
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 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

海上物流ビッグデータを用いたパナマックスバルカー市況の予測に関する研究

Shipbuilding capacity optimization using shipbuilding demand forecasting model

国際海運におけるGHG 削減対策の影響評価のためのモデル開発

Impact analysis of future logistics policies on international container cargo flows in inland SASEC area

 １．発表者名



2022年

2022年

2022年

2022年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

9th International Conference on Transportation and Logistics (TLOG 2022)（国際学会）

9th International Conference on Transportation and Logistics (TLOG 2022)（国際学会）

9th International Conference on Transportation and Logistics (TLOG 2022)（国際学会）

9th International Conference on Transportation and Logistics (TLOG 2022)（国際学会）

Naoki Kosuge, Ryuichi Shibasaki, Koki Kawachi, Hirofumi Arai, Takefumi Nakamura, Lei Liu

Takefumi Nakamura, Daisuke Watanabe, Ryuichi Shibasaki, Hirofumi Arai

Dimas Angga Fakhri Muzhoffar, Yujiro Wada, Kunihiro Hamada, Takumi Kamata, Daisuke Watanabe, Yusuke Igarashi, Takahiro
Majima

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Keigo Shibuya, Ryuichi Shibasaki

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Development of multicommodity-type global logistics intermodal network simulation model including both containerised and dry
bulk cargo

Policy simulations for the rail freight transport between China and Europe considering competition with air and maritime
transport

Comprehensive Evaluation of Vessel Movement Data Reliability
 ２．発表標題

Modelling structural changes in intra-Asian maritime container shipping networks considering their characteristics

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Annual Conference of International Association of Maritime Economists (IAME 2022)（国際学会）

Annual Conference of International Association of Maritime Economists (IAME 2022)（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Liwen Murong, Ryuichi Shibasaki, Tran Thi Thu Trang

Yujiro Wada, Kunihiro Hamada, Hiroki Hirayama, Takahiro Majima, Daisuke Watanabe, Yusuke Igarashi

Kodai Yasuda, Ryuichi Shibasaki, Riku Yasuda

Eisuke Watanabe, Ryuichi Shibasaki

20th International Conference on Computer Applications in Shipbuilding (ICCAS2022（国際学会）

Annual Conference of International Association of Maritime Economists (IAME 2022)（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

AIS-Based Geographic Analysis and Loading Place Selection Modelling in the Dry Bulk Spot Shipping

Development of a Shipping Market Forecasting System Using Vessel Movement Data and its Practical Application

Congestion Analysis of Container Terminal using Satellite Image and AIS Data

Extraction and International Comparison of Bunkering Operations Based on AIS Data

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2023年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Annual Conference on Global Economic Analysis（国際学会）

Workshop on Logistics Cost Framework (hosted by Ministry of Commerce and Industry of India & Asian Development Bank)（招待講
演）（国際学会）

Hiroyuki Fukushima, Masahiro Abe, Ryuichi Shibasaki, Lucas Alves, Yuki Takada, Hitoshi Onodera, Masahiko Furuichi

Ryuichi Shibasaki

Ryuichi Shibasaki

Lei Liu, Ryuichi Shibasaki, Yue Hu

ITF Research Work and Opportunities for Collaboration（招待講演）（国際学会）

土木計画学研究発表会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Analysis of future international trade and logistics in Africa: Considering major risks and opportunities in the post COVID-
19 world

Logistics Cost Calculation in the Global Logistics Intermodal Network Simulation (GLINS) Model; Focusing on South Asia

ITF Research Works and their Relevance for Asia from a Digitalisation Viewpoint

A Data-driven Framework for Extracting Global Maritime shipping Networks by Machine Learning

 １．発表者名



2022年

2023年

2022年

2022年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2nd International Symposium on Sustainable Logistics and Circular Economy（招待講演）（国際学会）

サービス学会国内大会

土木計画学研究発表会

日本船舶海洋工学会全国大会

松山竜太郎・柴崎隆一・杉村佳寿・Trang Tran

小菅直樹・柴崎隆一・新井洋史・中村武史

渡邊英介・柴崎隆一

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Ryuichi Shibasaki

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

インターモーダル国際物流モデルを用いた日本の背後圏コンテナ輸送を対象とした将来のモーダルシフトシミュレーション

ドライバルク貨物を含むインターモーダル国際物流ネットワークモデルの構築

AIS データに基づくバンカリング・オペレーションの推計と国際比較
 ２．発表標題

Logistics Analysis using Maritime Big Data

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本船舶海洋工学会全国大会

日本船舶海洋工学会全国大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

和田祐次郎, 山村巽, 濱田邦裕, 和中真之介, 川北千春

安田広大・柴崎隆一

和田祐次郎, 平山大貴, 濱田邦裕, 五十嵐, 祐介, 渡邊大介, 間島隆博

和田祐次郎, 鎌田拓実, 濱田邦裕, 五十嵐祐介, 渡邊大介, 間島隆博

日本船舶海洋工学会全国大会

日本船舶海洋工学会全国大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

海事産業における SDGs 達成のための SD モデルの開発

衛星画像とAISデータに基づくコンテナターミナルにおける混雑度の推計と分析

船舶動静情報を活用した海運市況予測システムの構築とその実用化に関する研究

船舶動静データの信頼性の総合的評価に関する研究

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2023年

2022年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

人工物工学コロキウム07 _2022「SDGS時代の物流システムのデザイン」（招待講演）

NEDO Supply Chain Data Challenge 第1回ワークショップ（招待講演）

柴崎隆一

柴崎隆一

Keigo Shibuya, Ryuichi Shibasaki, Tomoya Kawasaki and Tomomi Tokuori

Minato Nakashima, Ryuichi Shibasaki

Annual Conference of International Association of Maritime Economists (IAME 2021)（国際学会）

Annual Conference of International Association of Maritime Economists (IAME 2021)（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

海上物流システムと海運ビッグデータ

港湾を中心としたサプライチェーン課題における課題解決へのアプローチとデータの利用の考え方

How a civil conflict affects the logistics growth? Case of Western Africa by the global logistics intermodal network
simulation,

Can be short-term forecast of port throughput for dry bulk cargo improved by AIS data? -Machine-learning approach

 １．発表者名



2021年

2021年

2022年

2022年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Biannual Conference on Infrastructure Planning and Management

the Annual Spring Meeting of The Japan Society of Naval Architects and Ocean Engineers (JASNAOE)

Seminar of Frontier Research in Urban Science (Nanyang Techonological University & Kobe University)（招待講演）（国際学会）

Maritime Research in Denmark and Japan: Opportunities for Collaboration and Funding (JSPS JAR Event 2022)（招待講演）（国際
学会）

Liwen Murong, Ryuichi Shibasaki

Ryuichi Shibasaki

Ryuichi Shibasaki

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Zirui Liang, Ryuichi Shibasaki

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Geographical analysis for bulk carriers in the spot market

Logistics Network Analysis using Maritime Big Data

Maritime research using AIS data: Towards future shipping environment
 ２．発表標題

Optimizing empty container repositioning on a liner service network considering foldable containers

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

土木計画学研究発表会

日本物流学会全国大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

柴崎隆一・渡邊英介

Ryuichi Shibasaki

Ryuichi Shibasaki

山口拓哉・河内昂輝・渋谷圭吾・柴崎隆一

International Seminar on International Transport and Logistics 2021 (The 20th and 21st joint COTA International Conference
of Transportation Professionals (CICTP 2020-21))（招待講演）（国際学会）

The 21st Port Symposium in Northeast Asia（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

AISデータに基づくスエズ運河コンテナ船座礁事故の影響分析

Maritime shipping network analysis and logistics research using maritime big data

Logistics analysis using maritime big data

多段階配分による全世界インターモーダル物流ネットワークシミュレーションモデルの構築とミャンマーを対象とした政策シナリオの検討

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物流学会全国大会

土木計画学研究発表会

中村武史・渡部大輔・柴崎隆一

渋谷圭悟・柴崎隆一・川崎智也・徳織智美

中島陽斗・柴崎隆一

和田祐次郎・柴崎隆一・小坂浩之・渡部大輔・伊東弘人・坪田建明・荒谷太郎・泉山卓・岩佐竜至

日本船舶海洋工学会講演会論文集

日本船舶海洋工学会講演会論文集

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

航空貨物輸送ネットワークを考慮したインターモーダル国際物流モデルを用いた中国・欧州間鉄道コンテナ輸送のシミュレーション分析

アフリカ大陸全土を対象とした国際物流シミュレーションモデルの構築と時系列分析

AISデータを用いた機械学習に基づく港湾取扱貨物量の短期予測

AIS等の船舶動静データの物流・海運・造船・環境・クルーズ分野における利用に関する研究レビューと今後の展望

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Annual Conference of International Association of Maritime Economists (IAME 2021)（国際学会）

日本海運経済学会第55回大会（招待講演）

土木計画学研究発表会

海上技術安全研究所知識・データシステム系講演会「海運・造船・物流における実態や政策の評価手法」（招待講演）

和田祐次郎・柴崎隆一

柴崎隆一・和田祐次郎・坂井孝典・金度亨・川崎智也

柴崎隆一

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Yujiro Wada, Hiroki Hirayama, Taiki Kawahara,Kunirhiro Hamada, Jota Nanao, Daisuke Watanabe, Takahiro  Majim

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

海運分野におけるビッグデータ活用研究のレビューと今後の展望

スペシャルセッション：物流分野におけるビッグデータ分析研究の現在とこれから

国際物流ネットワークシミュレーションモデルと政策シナリオ分析
 ２．発表標題

Dry Bulk Freight Rate Forecasting based on Maritime Big Data Using Deep Learning

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

PIANC-Japan 特別講演会（招待講演）

日本船舶海洋工学会講演会論文集

 ３．学会等名

 ３．学会等名

和田祐次 郎,平山大貴, 河原大輝, 濱田邦裕, 七尾丈太, 渡邊大介, 間島隆博

柴崎隆一

柴崎隆一

柴崎隆一

鉄道芸術祭vol.10プレ企画（招待講演）

第16回東京大学の海研究シンポジウム「データ主導型海洋研究の可能性-国連海洋科学の10年の目標達成に向けて-」（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Deep Learning と海上物流ビッグデータを用いた海運市況の予測に関する研究

グローバル・ロジスティクスを考える ―鉄道の可能性

海運ビッグデータを活用した物流研究の展開

グローバル・ロジスティクス・ネットワークとスエズ運河

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Virtual Workshop on Trans-Caspian Transport Corridor: Infrastructure and Trade (Jointly Organized by: Asian Development Bank
Institute and Central Asia Regional Economic Cooperation Institute)（国際学会）

8th International Conference on Transportation and Logistics (TLOG 2020)（国際学会）

Daisuke Watanabe, Ryuichi Shibasaki, Hirofumi Arai

Naoki Kosuge, Ryuichi Shibasaki, Kazumasa Sanui, Kaori Okubo

Takuya Yamaguchi, Ryuichi Shibasaki, Hiroyuki Samizo, Atsushi Mochizuki, Toshinari Usirooka

Masahiro Abe, Ryuichi Shibasaki, Naoki Otani, Atsushi Nakagawa, Hitoshi Onodera

8th International Conference on Transportation and Logistics (TLOG 2020)（国際学会）

8th International Conference on Transportation and Logistics (TLOG 2020)（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Logistics policy analysis and network model simulation for cross-border transport in the Trans-Caspian Transport Corridor:
the Kazakhstani viewpoint

Comprehensive simulation of Cambodian international logistics policies using the GTAP and global logistics intermodal
network simulation model

Policy simulations for enhancing logistics efficiency in Myanmar using global intermodal logistics network model -Focusing
on the East-West and Southern Corridor of the Greater Mekong Subregion

Forecasting future trade in Africa using an international economic model based on corridor development and AfCFTA

 １．発表者名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

8th International Conference on Transportation and Logistics (TLOG 2020)（国際学会）

8th International Conference on Transportation and Logistics (TLOG 2020)（国際学会）

8th International Conference on Transportation and Logistics (TLOG 2020)（国際学会）

Annual Conference of International Association of Maritime Economists (IAME 2020)（国際学会）

Yoshihisa Sugimura, Hisayuki Wakashima, Zirui Liang, Ryuichi Shibasaki

Yujiro Wada, Tatsumi Yamamura, Kunihiro Hamada, Noritaka Hirata

Kei Kanamoto, Liwen Murong, Minato Nakashima, Ryuichi Shibasaki

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Zirui Liang, Ryuichi Shibasaki

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Logistics strategy simulation of Hakata Port in the context of Japan’s container port policy

Evaluation of GHG emission measures based on shipping and shipbuilding market forecasting

Can maritime big data be applied to shipping industry analysis? Focusing on commodities and vessel size of dry bulk carriers
 ２．発表標題

The empty container repositioning analysis considering foldable containers

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物流学会全国大会

土木計画学研究発表会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

小菅直樹・柴崎隆一・讃井一将・大窪香織

山口拓哉・柴崎隆一・三溝裕之・後岡寿成

西村健太郎・柴崎隆一・山口拓哉

渋谷圭悟・志賀航介・高田雄暉・川崎智也・柴崎隆一

土木計画学研究発表会

土木計画学研究発表会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

国際経済モデルとインターモーダル国際物流モデルを用いたカンボジア物流効率化政策の将来シミュレーション

インターモーダル物流モデルを用いたGMS東西・南部回廊を中心とするミャンマーにおける物流政策シナリオの検討

航空輸送も含めた全世界統合物流シミュレーションモデルの構築

アフリカ大陸を対象とした経済回廊開発及び貿易円滑化効果の分析～全世界国際物流ネットワークモデルを用いて～

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本船舶海洋工学会講演会

日本船舶海洋工学会講演会

金本啓・Murong Liwen・柴崎隆一

金本啓・中島陽斗・Murong Liwen・柴崎隆一

萩原雅貴・柴崎隆一

杉村佳寿・若島久幸・梁子睿・柴崎隆一

日本船舶海洋工学会講演会

第2回土木技術者実践論文集研究発表会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

ドライバルク船の輸送品目別船型選択モデルの構築

AIS データとバース情報を活用したドライバルク貨物の品目別全世界流動の推計

荷主と船社の選択行動を考慮した国際海上コンテナモデルによる船舶大型化シミュレーションの試行

博多港における現代版北前船構想と東アジアシャトル便の実現可能性

 １．発表者名



2020年

〔図書〕　計2件
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